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ま ち の わ だ い
　国指定重要無形民俗文化財

杉野原の御田舞（おんだのまい）

2 月 11 日（火）、杉野原区の雨錫寺阿弥陀堂（国指定重要文化財）において、「杉野原の御田舞」が
奉納されました。杉野原の御田舞は、国指定重要無形民俗文化財に指定されている伝統芸能であり、お
よそ 400年以上の歴史をもつ有田川町が誇る文化遺産の一つです。
当日は冬本番の寒さが厳しい天候でしたが、町外や県外からも多くの方が訪れ、約 400 名の観衆が
見まもる中、熱の入った役者の勇壮な演技に惜しみない拍手が送られました。
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ま ち の わ だ い

100歳おめでとうございます100 歳おめでとうございます
湊　なみをさん［長田］笠松 ナツヱさん［清水］

平 成 26 年 1
月 29 日、清水消
防署にて消防業
務に功労のあり
ました浦野洋様
に清水消防署長
から感謝状と記
念品が贈呈され
ました。
これは、昨年

の建物火災にお
いて、迅速かつ
冷静な行動によ
り、人命の安全
確保に大きく貢
献されたことに
対するもので、
町民の消防に対
する認識を高め、
理解を深めるこ
とができました。

感謝状贈呈式
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開 票 結 果
※「当」は当選者　

◎町長選挙（無投票）
氏　　名 年齢 党派等 得票数

当 中山 正隆 69 無・現 無投票

◎町議会議員選挙 (2 月 2 日・21 時 58 分確定 )
　当日有権者数：22,399
　投票者総数：15,910、無効投票数：208
　有効投票数：15,702、投票率：71.03％

氏名 年齢 党派等 得票数

当 林　宣男 70 無・元 1,773

当 谷畑　進 53 無・新 1,383.697

当 森谷　信哉 41 無・現 1,114.389

当 辻岡　俊明 65 無・新 1,015

当 増谷　憲 57 共・現 1,008

当 堀江　眞智子 53 共・現 985

当 森本　明 71 無・現 907

当 湊　正剛 72 無・現 865

当 岡　省吾 40 無・現 856

当 殿井　堯 69 無・現 851

当 新家　弘 78 無・現 716.610

当 橋爪　弘典 80 無・現 703

当 亀井　次男 65 無・現 699

当 小林　英世 61 無・新 688

当 佐々木　裕哲 69 無・現 612

当 中山　進 77 無・現 600.302

東　武史 43 無・現 464

西　弘義 60 無・現 461

平
成
26
年
２
月
２
日
執
行

有
田
川
町
長
選
挙
・
町
議
会
議
員
一
般
選
挙 

結
果

２
月
２
日
執
行
の
有
田
川
町
長
選
挙
・

町
議
会
議
員
一
般
選
挙
は
、
町
内
30
カ
所

の
投
票
所
で
投
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
同
日
午
後
８
時
15
分
か
ら
、
金

屋
文
化
保
健
セ
ン
タ
ー
で
開
票
を
行
い
ま

し
た
。
結
果
は
、
上
記
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、前
回
（
平
成
22
年
１
月
31
日
執
行
）

の
投
票
率
は
、
80
．99
％
で
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
／
有
田
川
町
選
挙
管
理
委

員
会
（
吉
備
庁
舎
総
務
課
内
）

☎
５
２
―
２
１
１
１

中
山
町
長
初
登
庁

２
月
６
日
、
有
田
川
町
役
場
吉
備

庁
舎
に
お
い
て
、
中
山
町
長
が
初
登

庁
し
ま
し
た
。
庁
舎
前
で
は
、
役
場

職
員
な
ど
が
出
迎
え
、
職
員
か
ら
町

長
に
花
束
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
３
期

目
と
な
る
町
政
の
幕
開
け
で
す
。
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3 職員の手当の状況
（1）期末手当・勤勉手当（平成 25 年度）

支
給
割
合

区分 6 月期 12 月期 計
期末手当 1.225 月分 1.375 月分 2.60 月分
勤勉手当 0.675 月分 0.675 月分 1.35 月分

計 1.90 月分 2.05 月分 3.95 月分

加算措置の状況 職制上の段階、職務の級等による
加算措置　　役職加算　5 ～ 10％

（2）退職手当（平成 25 年 4 月 1 日現在）
支給率 自己都合 勧奨・定年

勤続 20 年 23.03 月分 28.7875 月分
勤続 25 年 32.83 月分 38.955 月分
勤続 35 年 46.55 月分 55.86 月分
最高限度額 55.86 月分 55.86 月分

その他加算措置 定年前早期退職特例措置　2 ～ 20％
退職時特別昇給 な　し

※職員手当としては、その他に、扶養手当、住居手当、時間外勤務手当な
どがあります。

4 特別職の報酬等の状況 （平成 25 年 4 月 1 日現在）

給料月額 町長
副町長

665,000（700,000）　円
565,000（580,000）　円

議　員
報酬月額

議長
副議長
議員

285,000　　　　円
230,000　　　　円
215,000　　　　円

期末手当

町長
副町長

　（24 年度支給割合） 役職加算
2.6 月分　×　給料月額　×　135％

議長
副議長
議員

　（24 年度支給割合） 役職加算
2.6 月分　×　給料月額　×　110％

退職手当 町長
副町長

（算定方式） （１期の手当額） （支給時期）
700,000 円×在職月数× 0.433
580,000 円×在職月数× 0.258

14,548,800 円
7,182,720 円

任期満了時
（通算可）

（注 1） 給料の欄の（　）内は、減額措置を行う前の額です。
（注 2） 退職手当の「1 期の手当額」は、4 月1日現在の給料月額および支給率

に基づき、1 期（4 年＝ 48 月）勤めた場合における退職手当の見込額です。

5 部門別職員数の状況 （各年 4 月 1 日現在、単位：人）

区　　分
職員数 対前年

増減数平成 24 年 平成 25 年

一般行政
部　　門

議会 3 3 0
総務 49 47 ▲ 2
税務 11 14 3

農林水産 30 30 0
商工 9 9 0
土木 13 14 1
民生 90 89 ▲ 1
衛生 18 17 ▲ 1
小計 223 223 0

特別行政
部　　門

教育 47 45 ▲ 2
消防 61 63 2
小計 108 108 0

普通会計計 331 331 0

公営企業等
会計部門

水道 13 12 ▲ 1
下水道 10 10 0
その他 23 24 1
小計 46 46 0

合　　　計 377 377 0

1 総括
（1）人件費の状況
　　（普通会計決算）

（2）職員給与費の状況
　　（普通会計決算）

2 職員の平均給与月額、初任給等の状況
（1）職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与
　　月額の状況（平成 25 年 4 月 1 日現在）

区　分

一　般　行　政　職

平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
平均給与

月額
（国ベース）

有田川町 43.8 歳 326,100 円 377,998 円 348,595 円
和歌山県 42.5 歳 333,549 円 410,033 円 369,212 円

国 43.1 歳 307,220 円
（332,446 円）

－　　円 376,257 円
（405,463円）

（注 1） 「平均給料月額」とは、職員の基本給の平均です。
（注 2） 「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、住居手

当、時間外勤務手当などの諸手当の額を合計したものです。
（注 3） 「平均給与月額（国ベース）」とは、国家公務員の平均給与月額には

時間外勤務手当等の手当が含まれていないことから、比較のため国
家公務員と同じベースで再計算したものです。

（注 4） 国家公務員欄における「平均給料月額」及び「平均給与月額（国ベース）」
の括弧書きは、給与特例法による措置がないとした場合の値（減額前）です。

（2）職員の初任給の状況（平成 25 年 4 月 1 日現在）

区分 有田川町 和歌山県 国

一　般
行政職

大学卒 172,200 円
大学卒 178,800 円

総合 172,557 円
（181,200 円）

短大卒 152,800 円 一般 163,987 円
（172,200 円）

高校卒 140,100 円 144,500 円 133,418 円
（140,100 円）

技　能
労務職

大学卒 172,200 円 ― ―
短大卒 152,800 円 ― ―
高校卒 140,100 円 141,900 円 ―

福祉職
および
消防職

大学卒 172,200 円 ― ―
短大卒 152,800 円 ― ―
高校卒 140,100 円 ― ―

※国家公務員欄における括弧書きは、給与特例法による措置が
ないとした場合の値（減額前）です。

（3）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
（平成 25 年 4 月 1 日現在）

区　分 経験年数
10 年以上

経験年数
15 年以上

経験年数
20 年以上

大　卒 274,500 円 317,800 円 340,800 円
短大卒 266,700 円 302,200 円 331,800 円
高　卒 244,200 円 285,400 円 324,900 円

※一般行政職、技能労務職、福祉職、消防職いずれも同じ給料表を使用し
ています。

有田川町の給与・定員管理の状況

人件費以外
14,486百万円
(83.0％)

人件費
2,962百万円
(17.0％)

職員手当
193,028千円

給料
1,436,602千円
(69.1％)

平成24年度
合計

2,078,397
千円

平成24年度
歳出額
17,448
百万円

(9.3％)

期末・勤勉
手当

448,767千円
　(21.6％)

【参考】
平成23年度の人件費率：18.5％
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狂犬病は、かかった犬に噛まれると感染し、犬も人
間も死亡率が高い恐ろしい病気です。
このような病気を流行させない為に、下記の日程で
狂犬病集合注射を行いますので、飼い主の方は飼い犬
（生後 3カ月以上）に予防注射を受けさせてください。

 注射料 　※見込み3,190 円（１頭につき）
　　（内訳　注射手数料 2,640 円、注射済票代 550 円）
　　　※今年度の注射手数料が変更される予定です。
　　　　額が確定次第、広報等にてお知らせします。

 登録料 　3,000 円（１頭につき）
　　　　　  ※登録は生涯に１回です。

※おつりのいらないように、ご協力お願いします。

平成25年度狂犬病集合注射実施日程
月日 予定時間 地　区 注射場所

①
4
月
14
日
（
月
）

9:10 ～ 9:25 徳田 金屋橋南詰官地
9:30 ～ 9:45 徳田 上徳田公民館
9:50 ～ 10:10 徳田 秋葉公民館
10:20 ～ 10:40 吉見 吉見公民館
10:45 ～ 11:05 西丹生図 西丹生図公民館
11:10 ～ 11:30 垣倉 垣倉公民館
13:00 ～ 13:30 庄 JA 御共撰組合
13:35 ～ 14:00 庄 庄公民館
14:05 ～ 14:20 尾中 尾中公民館
14:25 ～ 14:45 長田 田殿公民館
14:50 ～ 15:20 下津野 吉備庁舎駐車場

②
4
月
15
日
（
火
）

9:10 ～ 9:30 下津野 町商工会駐車場
9:35 ～ 9:55 天満 藤並老人憩の家

10:00 ～ 10:20 上中島 上中島公民館
10:25 ～ 10:35 小島 小島資源ゴミ置場

10:45 ～ 11:05 明王寺 光明寺駐車場
（自動車学校北）

11:10 ～ 11:40 水尻 水尻公民館
13:00 ～ 13:10 熊井 熊井公民館
13:15 ～ 13:25 熊井 熊井なぎの里ゴミ置場前
13:35 ～ 14:00 奥 奥ヒシオ出荷場
14:05 ～ 14:25 土生 土生公民館
14:30 ～ 14:50 天満 藤並公民館
15:00 ～ 15:20 下津野 吉備庁舎駐車場

〈問い合わせ先〉
　吉 備 庁 舎　環境衛生課
　清水行政局　建設環境室 ☎ 52‐2111

狂犬病予防
集合注射のお知らせ

【飼い主の方へのお願い】
◎注射の事故を防ぐため、犬を押さえることがで
きる方が犬を連れてきてください。
◎犬は健康体であることが前提です。
　（注射の１週間前に、普段通り調子の良いことが目安です）
◎飼い犬のフンは必ず持ち帰ってください。
◎次の犬は、動物病院で相談の上注射を受けてください。
①犬を押さえる人がいないとき
②犬の体調が悪い、様子が普段と違うとき
③慢性的な病気を持っている犬
④最近、治療・予防注射などの処置を受けた犬
⑤興奮しやすい性格の犬
⑥妊娠、発情などで普段と違う状態にある犬

月日 予定時間 地　区 注射場所

③
4
月
16
日（
水
）

9:10 ～ 9:15 中野 中紀生コン入口附近国道
9:20 ～ 9:30 中野 Ｊ A 金屋支所北側駐車場向かい
9:35 ～ 9:55 市場 第五共撰前

10:05 ～ 10:10 釜中 釜中集会所附近町道
10:20 ～ 10:30 下六川 下六川橋附近
10:35 ～ 10:45 黒松 黒松登り口三差路
10:50 ～ 10:55 上六川 青木橋前
11:05 ～ 11:15 糸野 生石公民館前
11:20 ～ 11:30 丹生 カタカメ共撰附近
13:00 ～ 13:05 角 丹生神社前
13:10 ～ 13:30 船坂 船坂公民館
13:35 ～ 13:55 賢 賢公民館
14:00 ～ 14:20 大谷 大谷公民館
14:25 ～ 14:50 田口 田口公民館
15:00 ～ 15:20 下津野 吉備庁舎駐車場

④
4
月
17
日（
木
）

9:10 ～ 9:20 小川 小川区民館前
9:25 ～ 9:35 吉田 酒本運送前
9:40 ～ 9:50 吉田 Ｊ A 金屋支所東部店前
9:55 ～ 10:00 有原 有原ゴミ置場前
10:10 ～ 10:15 西ヶ峯上 西ヶ峯上区民館前
10:30 ～ 10:35 西ヶ峯下 浦義商店前
10:40 ～ 10:45 西ヶ峯下 五名大橋国道側詰
10:55 ～ 11:00 畦田 旧北小学校前
11:05 ～ 11:10 彦ヶ瀬 彦ヶ瀬下り口国道附近
11:15 ～ 11:20 瀬井 畳岩橋横
11:25 ～ 11:30 中 中区民館前
13:00 ～ 13:05 中峯 成見文代さん宅前
13:10 ～ 13:15 本堂 五西月公民館下県道
13:20 ～ 13:25 沼田 沼田集会所前
13:35 ～ 13:45 生石 生石集会所前
13:55 ～ 14:05 尾上 早月小学校附近
14:10 ～ 14:15 延坂 津木商店前
14:20 ～ 14:25 青田 青田区民館前
14:30 ～ 14:45 伏羊 伏羊区民館前
14:55 ～ 15:00 立石 立石上の段の下県道

狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
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狂
犬
病
予
防
集
合
注
射

月日 予定時間 地　区 注射場所

⑤
4
月
18
日（
金
）

9:15 ～ 9:20 宇井苔 宇井苔集会所前

9:30 ～ 9:40 修理川 修理川小学校下の国道

9:45 ～ 9:50 松原 上松原・前川橋北詰

9:55 ～ 10:05 修理川 松原橋（下）国道側詰

10:10 ～ 10:15 糸川 糸川集会所下町道

10:20 ～ 10:25 歓喜寺 和田行夫さん宅前町道

10:30 ～ 10:40 吉原 石垣公民館前

10:45 ～ 10:55 吉原 四部公園

11:00 ～ 11:10 吉原 岩間寺上交差点附近

11:15 ～ 11:20 吉原 中井利一さん宅附近

11:25 ～ 11:35 歓喜寺 明恵上人遺跡前

13:15 ～ 13:25 長谷川 長谷川区民館前

13:30 ～ 13:40 長谷川 一ツ田友也さん宅下国道

13:50 ～ 14:10 金屋 天理教附近堤防

14:15 ～ 14:25 中井原 コメリ金屋店附近

14:30 ～ 14:40 金屋 金屋区民館前

14:45 ～ 15:20 金屋 金屋庁舎駐車場

⑥
4
月
23
日（
水
）

9:20 ～ 9:25 川口 川口集会所前

9:30 ～ 9:40 岩野河 岩倉公民館前

9:55 ～ 10:00 谷 谷区ゴミステーション前

10:15 ～ 10:25 岩野河 中戸橋国道側附近

10:30 ～ 10:35 粟生 東工舎金属製作所前

10:40 ～ 10:50 粟生 粟生連絡所前

10:55 ～ 11:00 粟生 粟生保育所前

11:05 ～ 11:15 粟生 坂上スタンド前

11:20 ～ 11:25 粟生 五村口（国道側）附近

11:35 ～ 11:40 中原 福本ふさよさん宅前

13:00 ～ 13:05 川合 五郷出張所

13:10 ～ 13:15 二澤 二澤口橋

13:20 ～ 13:25 二澤 坂上熊三さん宅前

13:30 ～ 13:35 二澤 南節和さん宅前

13:55 ～ 14:00 二川 特養しみず園下

14:05 ～ 14:10 二川 二川保育所前

14:15 ～ 14:25 二川 城山出張所附近

14:35 ～ 14:40 東大谷 古田正治さん宅前

14:55 ～ 15:00 日物川 丹生大明神前

15:10 ～ 15:15 境川 境川コミュニティセンター

月日 予定時間 地　区 注射場所

⑦
4
月
24
日（
木
）

9:30 ～ 9:35 楠本 松本昌子さん宅前

9:40 ～ 9:45 楠本 法福寺前

9:50 ～ 9:55 楠本 青石スタンド前

10:00 ～ 10:05 楠本 高原の家しみず前

10:20 ～ 10:25 楠本 井本店前

10:35 ～ 10:40 沼 旧ＪＡ沼取次所前

10:50 ～ 10:55 遠井 遠井コミュニティセンター前

11:00 ～ 11:05 遠井 山手橋詰

11:20 ～ 11:25 遠井 垣内亘さん宅前

11:40 ～ 11:45 宮川 宮川口

13:10 ～ 13:15 宮川 石井ブロック前

13:20 ～ 13:25 大蔵 スクールバス待合所

13:30 ～ 13:35 沼谷 沼谷公民館前

14:00 ～ 14:05 下湯川 畔川店前

14:10 ～ 14:15 下湯川 多井ゴミステーション前

14:20 ～ 14:25 下湯川 多津橋詰

14:35 ～ 14:40 下湯川 藤田治弘さん宅前

14:55 ～ 15:00 上湯川 下原口

15:05 ～ 15:10 上湯川 平林店前

15:45 ～ 15:50 沼 一番星店前

15:55 ～ 16:00 楠本 大岡酒店前広場（ダム湖畔側）

⑧
4
月
25
日（
金
）

9:30 ～ 9:35 三田 若者広場駐車場

9:40 ～ 9:45 清水 久保モータース前

9:50 ～ 10:00 清水 清水橋詰

10:05 ～ 10:20 清水 西原マルカ土場

10:25 ～ 10:30 清水 島崎旧有鉄車庫前

10:35 ～ 10:40 清水 湯子真澄さん宅前

10:45 ～ 10:55 清水 清水行政局前

11:00 ～ 11:10 清水 清水文化センター駐車場

11:20 ～ 11:25 久野原 保田規好さん宅前

13:10 ～ 13:25 久野原 消防団詰所前(JA久野原支所跡)

13:30 ～ 13:35 久野原 えびす橋詰

13:40 ～ 13:45 久野原 岡本弘さん宅前

14:00 ～ 14:05 室川 坂本谷橋詰

14:15 ～ 14:20 井谷 森谷店前

14:25 ～ 14:35 板尾 安諦出張所前

14:40 ～ 14:45 杉野原 井本店前

14:50 ～ 14:55 杉野原 杉野原地域活性化センター前

15:05 ～ 15:15 押手 押手橋詰

◦ 注射頭数や交通事情によって、予定時間どおり到着しない場合があります。
◦ 実施日や時間、注射場所が変わっている地区がありますのでご注意ください。
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健康みちしるべ

よ
く
眠
れ
て
い
ま
す
か
？

～
睡
眠
は
心
と
体
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
～

金
屋
庁
舎

　健
康
推
進
課	

5
2
‐
2
1
1
1

清
水
行
政
局

　住
民
福
祉
室	

☎

「
春
眠
暁
を
覚
え
ず
」
と
い
う
よ
う
に
、

春
は
眠
い
季
節
と
も
言
わ
れ
ま
す
。
日
照

時
間
が
長
く
な
る
と
と
も
に
、
活
動
時
間

が
増
え
て
睡
眠
不
足
に
な
る
こ
と
や
、
眠

気
を
感
じ
る
ち
ょ
う
ど
よ
い
気
温
に
近
づ

く
こ
と
が
関
係
し
て
い
ま
す
。

睡
眠
の
役
割
に
は
、
体
と
脳
を
休
め
て

疲
れ
を
癒
す
こ
と
と
、
臓
器
か
ら
肌
・
髪

ま
で
あ
ら
ゆ
る
細
胞
を
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
睡
眠
は
健
康
に
も

美
容
に
も
大
切
で
す
。
眠
り
の
リ
ズ
ム
を

整
え
て
質
の
よ
い
睡
眠
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

毎
朝
ス
ッ
キ
リ
目
覚
め
て
い
ま
す
か
？
ス
ッ

キ
リ
し
た
目
覚
め
は
、
一
日
の
始
ま
り
を
快

適
に
し
て
く
れ
る
だ
け
で
な
く
、
質
の
よ
い

睡
眠
が
と
れ
て
い
る
証
に
も
な
り
ま
す
。

睡
眠
に
は
、
脳
の
眠
り
で
あ
る
「
ノ
ン

レ
ム
睡
眠
（
深
い
眠
り
）」
と
、
体
の
眠

り
で
あ
る
「
レ
ム
睡
眠
（
浅
い
睡
眠
）」

が
あ
り
ま
す
。
成
人
の
場
合
、
一
晩
に
2

種
類
の
睡
眠
が
約
90
分
の
周
期
で
4
～
5

回
繰
り
返
さ
れ
ま
す
が
、
朝
に
向
か
う
に

従
っ
て
浅
い
レ
ム
睡
眠
の
時
間
が
多
く
な

り
ま
す
。
ノ
ン
レ
ム
睡
眠
時
に
成
長
ホ
ル

モ
ン
が
分
泌
さ
れ
る
の
で
、
こ
の
深
い
睡

■
夜
の
光
に
要
注
意

夜
に
光
を
浴
び
る
と
、
交
感
神
経
が
刺

激
さ
れ
体
が
活
動
モ
ー
ド
に
な
り
ま
す
。

寝
る
前
の
テ
レ
ビ
や
パ
ソ
コ
ン
、
携
帯
電

話
な
ど
の
光
に
も
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

■
過
眠
・
睡
眠
障
害

徐
々
に
暖
か
く
な
っ
て
い
く
気
候
だ
け

で
な
く
、
花
粉
症
の
薬
な
ど
が
原
因
に

な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
あ
ま
り

に
眠
気
が
強
い
場
合
は
、
睡
眠
障
害
が

伴
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
病
気
が

原
因
の
場
合
が
あ
る
の
で
、
体
や
心
の
サ

イ
ン
に
気
付
き
専
門
家
に
相
談
し
ま
し
ょ

う
。上

手
に
疲
れ
を
回
復
す
る
た
め
に
、
質

の
良
い
眠
り
に
つ
な
が
る
生
活
習
慣
を
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
春
の
眠
気
を

効
果
的
に
解
消
し
、
新
年
度
に
向
け
て
快

適
な
ス
タ
ー
ト
を
き
り
ま
し
ょ
う
！

眠
が
訪
れ
な
い
と
疲
労
回
復
も
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
も
し
っ
か
り
で
き
ま
せ
ん
。

睡
眠
の
必
要
量
に
は
か
な
り
の
個
人
差

が
あ
り
、
年
齢
・
日
中
の
活
動
度
・
体
調

な
ど
に
よ
っ
て
も
大
き
く
変
わ
っ
て
き
ま

す
。
基
本
的
に
は
、
日
中
眠
気
が
な
く
普

段
の
生
活
を
す
る
の
に
問
題
が
な
け
れ

ば
、
睡
眠
時
間
に
こ
だ
わ
る
必
要
は
な
い

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
む
し
ろ
、
ど
れ
だ

け
熟
睡
で
き
る
か
と
い
う
睡
眠
の
質
の
ほ

う
が
重
要
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

■
快
適
な
睡
眠
を
と
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

○
朝
は
毎
日
同
じ
時
間
に
起
床
し
て
、
規

則
正
し
い
生
活
を
送
る
。

○
朝
食
を
し
っ
か
り
と
り
、
夕
食
は
早
め

に
す
ま
す
。

○
就
寝
前
は
、
読
書
や
音
楽
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
。

○
昼
寝
は
20
分
程
度
を
目
安
に
。

○
就
寝
時
間
に
合
わ
せ
て
、
徐
々
に
照
明

を
落
と
し
て
い
く
。

○
日
中
は
散
歩
な
ど
で
適
度
に
体
を
動
か

す
。

○
朝
目
覚
め
た
ら
朝
日
を
浴
び
て
体
内
時

計
を
リ
セ
ッ
ト
し
よ
う
。

乳幼児を子育て中のみなさんへ

開　　設　　日
子育て

悩み事相談
月曜日

（要予約） ◇ 9:30 ～ 11:30
◇13:30 ～ 16:30ほっとルーム＆

子育て相談
火曜日　
～木曜日

あそびの
ひろば

◆第１・３金曜日…０～１歳半
◆第２・４金曜日…１歳半～就学前
◆第５金曜日…お休みです
開設時間 ① 9:30～11:30　②13:30～15:00 です。

「たまてばこ」
さんの絵本の
読み聞かせ

0 ～ 1歳半 奇数月の第 1 金曜日（午前中のみ）
1歳半～就学前 偶数月の第 2 金曜日（午前中のみ）

にこにこ
ひろば

◆対象…１歳半～
◆場所…金屋文化保健センター１階
◆時間…第４水曜日 9:30 ～ 11:00

ベビーマッ
サージ講習
（無料）

母と子の健康づくり運動協議会有田支部が実施して
くれるベビーマッサージのお誘い
◆内容…ベビーマッサージ
　　　　講師　内閣府認証ロイヤルセラピスト協会
　　　　　　　赤ちゃん学会
　　　　　　　指定スクール代表　峯瀬桂子
◆日時…3 月 7 日（金）
　　　　午前 10：00 ～ 11：30
◆場所…子育て支援センター
◆対象…生後 2 ヶ月くらいから 1 歳くらいまでの
　　　　赤ちゃんとママ
◆定員…20 名（要申込）
※子育て支援センターへ申し込んでください。

3 月 7 日（金）のあそびのひろばはベビーマッサージ講習のためお休みです。
■場所／子育て支援センター（藤並保育所２階）

☎090-7966-1697　　52-5474［FAX兼用］

子育て支援センターだより子育て支援センターだより
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◆あなたの健康を支える「国民健康保険」
 医療費状況	 ※累計は 1 月（25 年度）

区　　分 国民健康保険
加入者数 9,470  人

1 月支払額 3 億 100 万  円

累　　計 31 億 5,905 万  円

1 人当たりの医療費（11 月） 31,785  円

24 年度 1 人当たりの医療費（月） 31,783  円

24 年度 1 人当たりの医療費（年） 381,388  円

大　人 こども

健康 応援スケジュール
問い合わせ ☎ 52-2111

子どもの健康相談 金屋庁舎健康推進課
清水行政局住民福祉室

3 月 05 日（水）／清水保健センター
3 月 06 日（木）／金屋文化保健センター
3 月 13 日（木）／金屋文化保健センター
3 月 20 日（木）／金屋文化保健センター
3 月 27 日（木）／金屋文化保健センター
4 月 03 日（木）／金屋文化保健センター
4 月 07 日（月）／清水保健センター

乳幼児健診 金屋庁舎健康推進課

4 か月児健診［平成 25 年 11 月生まれ］
3 月 25 日（火）13:00 ～

10 か月児健診
［平成 25 年 4 月生まれ］3 月 4 日（火）13:00 ～
［平成 25 年 5 月生まれ］4 月 1 日（火）13:00 ～
1 歳 6か月児健診
［平成 24 年 7 月生まれ］
3 月 19 日（水）12:45 ～

2 歳児健診
［平成 23 年 12 月生まれ］
3 月 26 日（水）12:45 ～

3 歳 6か月児健診
［平成 22 年 8 月生まれ］
3 月 12 日（水）12:45 ～

育児サロン 清水行政局住民福祉室

3 月 5 日（水）「親子遊び」
9:00 ～ 11:00  清水保健センター

すくすく広場 清水行政局住民福祉室

3 月 25 日（火）9:30～11:00　清水保健センター
「小麦粉粘土」

健康相談 金屋庁舎健康推進課
清水行政局住民福祉室

3 月 4 日（火）清水保健センター
3 月 5 日（水）金屋文化保健センター
3 月 19 日（水）きび保健福祉センター
4 月 1 日（火）清水保健センター
4 月 2 日（水）金屋文化保健センター

エクササイズ 金屋庁舎健康推進課
清水行政局住民福祉室

金屋農村センター
【20:00 ～ 21:00】
3 月 13 日（木）,3 月 27 日（木）

清水保健センター
【19:30 ～ 20:30】
3 月 6 日（木）

清水会館
【14:00 ～ 15:00】3 月 20 日（木）
※内容：フィットネスダンス

■持参品／上履き、飲み物、タオル
■参加費／無料

栄養教室 金屋庁舎健康推進課
清水行政局住民福祉室

【食生活から、無駄なく貧血を改善・予防しよう♪】
3 月 14 日（金）10:00～13:00 金屋文化保健センター

■申込期間　3 月 11 日（火）まで
■持参品／エプロン、三角巾
■参加費／無料

お身体大切に！あなたの健康を支えている
国民健康保険
医療費は年々増えています。その内、自己負担額を除いた分
の約 3割は国保税で、残りの国県町負担となる 7割も元を正
せば私たちの税でまかなわれています。医療保険制度を守り、
税負担を少なく．．。私たちのちょっとした心がけで、その上
昇をとめることができます。

＜私たちにできること＞
1．お医者さんのかかりかたを見直しましょう（重複・頻回受
診などは、なるべく避けましょう）

2．休日・時間外受診はできるだけ避けましょう
3．薬は上手に飲みましょう
	 （ジェネリック医薬品について検討してみましょう）
4．健康診断を受けましょう

実施時間

9:00～
11:00

実施時間

9:00～
11:00
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こ ど も 教 育

■問い合わせ
金屋庁舎　こども教育課

☎ 52-2111

森と大地の恵みにありがとう！
金屋第 3 保育所

清水保育所

町内小・中学校講師（常勤・非常勤）の募集
◇職　　種：小・中学校講師（常勤・非常勤）
◇業務内容：学習指導などの支援業務
◇年　　齢：問いません　※ただし , 教員免許状保有または取得見込みの方
◇受付期間：有田川町教育委員会こども教育課【役場金屋庁舎 2F】で随時受付
◇受付時間：午前 8:30 から 午後 5:15 まで
◇応募方法：履歴書（1 部）を上記までご持参ください
◇採用時期：平成 26 年 4 月～
◇勤務時間：相談の上決定
◇勤 務 先：有田川町内の小・中学校
◇待　　遇：常勤・・・月額 160,000 円程度 / 非常勤・・・時給 1,100 円～
　　　　　　いずれも交通費別途支給
◇そ の 他：○待遇・条件等詳細は相談に応じます
　　　　　　○勤務状況等により社会保険・厚生年金・雇用保険・有給休暇適用あり
◇お問合先：有田川町教育委員会こども教育課 TEL.0737-52-2111（代）内 82-211

キノピーが第3保育所に来てくれました。
大きな紙芝居で森の役割と大切さを教え
てくれました。みんなで写真を撮ったあ
と、最後に一人ひとりと握手をしてくれ
ました。柔らかい手がとっても気持ちよ
かったよ。

あらぎ島で採れた餅米をいただいて、お
餅つきをしました。お父さん、お母さん
にも手伝ってもらい、一生懸命つきまし
た。白餅、黒豆入りの餅、きな粉の餅。
おやつにみんなでいただきました。おい
しくてたくさんお代わりしました。
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他にも
イベント

たくさん！
裏面をみてね！

お問い合わせ：地域交流センターＡＬＥＣ　有田川町下津野704　0737-52-4730

絵本ライブ&

ワークショ
ップ

フェルトで ハリネズミの

モビールをつくろう！

※要申込み

23日（日）
　13：00～
23日（日）
　13：00～

＊すまいるママ＊＊すまいるママ＊
ステッチアーティスト。
フェルトや毛糸をつかった
絵本やイラストをつくって
いるよ。プライベート
では３児のパパ。

ステッチアーティスト。
フェルトや毛糸をつかった
絵本やイラストをつくって
いるよ。プライベート
では３児のパパ。

おやこでワークショップ！指人形をつくろう！
※要申込み

～～

他にも
イベント

たくさん！
裏面をみてね！

えほんdeわっしょい８えほんdeわっしょい８
＊すまいるママ＊ ＊すまいるママ＊ とと

図書館だより
○金 屋 図 書 館　☎ 32 ─ 5789  （直）
○き び 会 館 図 書 室　☎ 52 ─ 5859（代）
○清水コミュニティセンター図書室　☎ 25 ─ 1788  （直）
○Ａ Ｌ Ｅ Ｃ（ ア レ ッ ク ）　☎ 52 ─ 4730（直）

問
い
合
わ
せ

3月の移動図書館
◇ 1 日（土）金屋文化保健センター 10:30～12:00
◇ 4 日（火）城山西小 13:00～13:40 → 金屋文化保健センター 15:30～16:30
◇ 5 日（水）安 諦 小 13:00～13:30 → 久野原小 14:15～14:30
◇ 8 日（土）金屋文化保健センター 10:30～12:00
◇11 日（火）田 殿 小 13:00～13:30 → 金屋文化保健センター 15:30～16:30
◇12 日（水）石 垣 小 13:00～13:20　◇13 日（木）五西月小12:40～13:15
◇14 日（金）粟 生 小 13:15～13:45 → 西ヶ峯小 15:40～16:00
◇15 日（土）金屋文化保健センター 10:30～12:00
◇18 日（火）城山西小 13:00～13:25 → 金屋文化保健センター 15:30～16:30
◇28 日（金）粟 生 小 9:00～ 9:20

3月のおはなしマラソン
（絵本の読み聞かせ）
3～9歳児対象のおはなし会

◎ちいさな駅美術館／ 1 日（土）10:00 ～

絵本原画展
「小さな駅美術館
　～Ponte del Sogno ～」
第 3 回有田川町絵本コンクール
受賞作原画展　～ 3 月 2 日日
 最優秀賞 　「重力」喜湯本のづみ作…　～ 3 月 2 日日
※すまいるママ※原画展 3 月 4 日火～ 30 日日

金屋図書館　改装工事のため　平成26年3月21日（金）まで　休館
現在休室中のきび会館図書室は平成26年3月31日をもちまして閉室いたします。
長らくのご愛顧ありがとうございました。

一 般 書
　小　説　

「その峰の彼方」 笹本稜平著

「渡良瀬」 佐伯一麦著

「翔ぶ少女」 原田マハ著

「虎の尾」 今野敏著

「とまどい本能寺の変」 岩井三四二著

「舞台」 西加奈子著

「ミッドナイト・バス」 伊吹有喜著
　くらし　

「季節を感じる和の暮らし」 学研パブリッシング

「70 歳を過ぎた親がひとりになったら」
 河合千恵子著

「知っておきたい日本人のお葬式」
 洋泉社編集部編

「毎日がときめく片づけの魔法」 近藤麻理恵著

　健　康　

「ドクター赤座の泌尿器がん最新情報」
 赤座英之著

「リハビリ専門医が教える健康な人も病気
の人も幸せと元気をよぶ「らくらく運動」」
 上月正博著

「体がキレイになるリンパストレッチ」 加藤雅俊著
　子育て　

「双子＆三つ子ママの妊娠・出産・育児」 高橋恒男著

「35 才からの妊娠・出産・育児」 郡山智著

「大人が見逃す子どもの危険信号」 松原達哉著

「ママとあかちゃんがぐっすりねむれる本」
 中村真奈美著

3 月の本棚
～新生活の準備は読書から～

「まだ若手社員といわれるうちにしって

おきたい「会社の数字」」 伊達敦著

「子どもをひとり暮らしさせる！親の本」
 主婦の友社

「忙しいママでもラクラク作れる子ども
が喜ぶお弁当」 阪下千恵著

「小学校に入る前に親がやってはいけな
い 115 のこと」 立石美津子著

児 童 書
「いすおばけぐるぐるぼー」 角野栄子作

「路上のストライカー」 マイケル・ウィリアム作

「どーしたどーした」 荒井良二作

「しあわせなワニくんかんちがいレストラン」
 はたこうしろう絵

「昭和の子ども生活絵図鑑」 奥成達作

「医者になりたい君へ」 須磨久善作

新 着 案 内 本の予約・受け取りは、どこの図書施設でもできます。
予約は、WEB からもできます。
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全
国
統
一
標
語

「
消
す
ま
で
は心

の
警
報
O
N
の
ま
ま
」

（
3
月
1
日
～
3
月
7
日
）

こ
の
運
動
は
、
住
民
の
皆
様
に
、
火
災
予

防
の
意
識
を
高
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、

火
災
の
発
生
を
防
止
し
、
高
齢
者
等
を
中
心

と
す
る
死
者
の
発
生
を
減
少
さ
せ
、
火
災
か

ら
生
命
と
貴
重
な
財
産
を
守
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
山

火
事
予
防
運
動
も
併
せ
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

暦
の
う
え
で
は
春
と
は
い
え
、
寒
さ
が

残
る
日
が
続
き
、
暖
房
器
具
を
な
か
な
か

片
付
け
ら
れ
な
い
と
い
う
ご
家
庭
も
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
時
季
は
空
気
が
乾
燥
し
、
ち
ょ
っ

と
し
た
不
注
意
で
火
災
が
発
生
す
る
気
候

で
も
あ
り
ま
す
。
ご
家
庭
に
お
い
て
、
コ

ン
ロ
や
暖
房
器
具
ま
わ
り
の
整
理
や
点
検

を
す
る
な
ど
今
一
度
、
防

火
点
検
を
実
施
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

冬
か
ら
春
に
か
け
て
、
山
は
枯
葉
や
枯

草
が
多
く
な
る
こ
と
に
加
え
、
空
気
の
乾

燥
や
季
節
風
な
ど
の
気
象
条
件
か
ら
山
火

事
発
生
の
危
険
性
が
高
く
な
り
ま
す
。
山

火
事
は
い
っ
た
ん
発
生
す
る
と
消
火
は
困

難
で
一
瞬
に
し
て
貴
重
な
森
林
を
焼
失

し
、
そ
の
回
復
に
は
長
い
年
月
を
要
し
ま

す
。
こ
れ
か
ら
暖
か
く
な
る
に
つ
れ
、
山

に
入
る
機
会
も
多
く
な
り
ま
す
が
、
タ
バ

コ
の
火
に
は
充
分
注
意
し
、
特
に
空
気
が

乾
い
て
い
る
日
や
風
の
強
い
日
は
、
た
き

火
、
火
入
れ
を
し
な
い
な
ど
火
の
取
扱
に

は
十
分
注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

有
田
川
町
の
約
76
％
は
林
野
で
す
。
豊

か
な
森
林

を
火
災
か

ら
守
り
ま

し
ょ
う
。

熱
性
け
い
れ
ん
は
、
高
熱
を
伴
っ
た
子

供（
主
に
6
ヶ
月
か
ら
5
歳
く
ら
い
ま
で
）

が
突
然
、
意
識
を
な
く
し
た
り
、
手
足
を

つ
っ
ぱ
ら
せ
た
り
、
ひ
き
つ
け
を
起
こ
し

ま
す
。
通
常
38
度
以
上
の
発
熱
が
あ
り
、

け
い
れ
ん
の
あ
と
高
熱
に
気
付
く
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

多
く
の
場
合
、
体
温
が
急
に
高
く
な
る

時
に
起
こ
り
や
す
く
、
目
は
上
方
を
向
い

て
白
目
と
な
り
、体
を
つ
っ
ぱ
ら
せ
た
り
、

バ
タ
バ
タ
さ
せ
た
り
し
ま
す
。
熱
性
け
い

れ
ん
は
、
脳
炎
や
髄
膜
炎
な
ど
明
ら
か
に

け
い
れ
ん
の
原
因
と
な
る
病
気
の
な
い
も

の
を
言
い
、
た
い
て
い
は
2
～
3
分
で
治

ま
り
、
発
作
が
止
ま
る
と
睡
眠
に
落
ち
て

し
ま
い
ま
す
。

は
じ
め
て
見
た
時
は
、
慌
て
ま
す
が
、

落
ち
着
い
て
、
次
の
事
を
実
施
し
て
く
だ

さ
い
。

①
け
い
れ
ん
が
何
分
間
続
い
た
の
か
、
け

い
れ
ん
の
様
子
は
ど
う
だ
っ
た
か
、
あ

と
で
詳
し
く
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
よ
く

み
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

②
衣
服
を
緩
め
、
で
き
れ
ば
身
体
を
横
に

寝
か
せ
か
せ
ま
す
。（
吐
い
た
場
合
は
、

口
の
奥
に
押
し
込
ま
な
い
よ
う
に
注
意

し
な
が
ら
、
指
で
か
き
出
し
ま
す
。）

③
け
い
れ
ん
が
治
ま
っ
た
ら
、
熱
を
計　

り
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
か
ら
、

慌
て
ず
か
か
り
つ
け
の
病
院

で
診
察
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

※
口
の
中
を
見
て
、
舌
を
か
ん

で
い
な
け
れ
ば
指
や
割
り
箸

な
ど
を
口
に
詰
め
な
い
で
く

だ
さ
い
。

ほ
と
ん
ど
の
熱
性
け
い
れ
ん

は
後
遺
症
を
残
す
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
次
の
よ
う
な
け
い

れ
ん
の
時
は
、
救
急
車
を
呼
ぶ

な
ど
し
て
、
急
い
で
病
院
で
受

診
し
ま
し
ょ
う
。

①
け
い
れ
ん
が
10
分
以
上
続
く
。

②
け
い
れ
ん
が
治
ま
っ
て
も
、

長
い
間
意
識
が
戻
ら
な
い
。

③
短
時
間
に
け
い
れ
ん
を
繰
り

返
す
。

④
生
後
6
ヶ
月
以
下
や
6
歳
以

上
で
け
い
れ
ん
を
起
こ
し
た

場
合
。

⑤
け
い
れ
ん
の
様
子
が
左
右
非

対
称
で
あ
る
。

　

火　
　

災
…
…
…
…
…
2
件

　

救　
　

急
…
…
…
1
0
1
件

　

救　
　

助
…
…
…
…
…
2
件

（
平
成
26
年
1
月
31
日
現
在
）

有
田
川
町
消
防
本
部　

☎
５
２
‐
５
９
５
０

吉
備
金
屋
消
防
署　

☎
５
２
‐
５
９
５
０

清

水

消

防

署　

☎
２
５
‐
１
２
４
３

今
年
の
出
動
等（
累
計
）

１秒争う救急車　あなたも１秒考えて　～救急車の適正利用にご協力を～

あなたの 命 と 財産 を守るため　付いていますか？　住宅用火災警報器
「法律で全ての住宅に火災警報器の設置が義務付けられています。」

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

全
国
山
火
事
予
防
運
動

熱
性
け
い
れ
ん
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人
権
だ
よ
り

　99

和
歌
山
地
方
法
務
局
・
和
歌
山
県
人
権

擁
護
委
員
連
合
会
が
募
集
し
た
、
第
33
回

全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
和
歌

山
県
大
会
に
お
い
て
奨
励
賞
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

人
種
差
別金

屋
中
学
校　

一
年　

中
屋
侑
華

毎
週
読
ん
で
い
た
子
供
新
聞
に
こ
ん
な

記
事
が
あ
り
ま
し
た
。

『「
人
種
差
別
」
黒
人
が
デ
モ
』

こ
れ
は
、
黒
人
の
少
年
を
射
殺
し
た
白

人
男
性
が
裁
判
で
無
罪
に
な
っ
た
こ
と
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
。「
撃
っ
た
の
は
自
分

を
守
る
た
め
で
、
仕
方
な
か
っ
た
」
と
判

断
さ
れ
た
の
で
す
。
し
か
し
、
無
罪
に
反

対
す
る
デ
モ
が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
や
ロ
サ

ン
ゼ
ル
ス
な
ど
百
以
上
の
街
で
行
わ
れ
ま

し
た
。「
黒
人
は
殺
さ
れ
て
も
い
い
の
か
」

「
無
罪
は
、
撃
っ
た
の
が
白
人
だ
っ
た
か

ら
だ
」
と
抗
議
し
て
い
ま
す
。

私
は
こ
れ
を
読
ん
で
殺
人
犯
が
無
罪
だ

な
ん
て
！
と
驚
き
ま
し
た
。
し
か
も
そ
れ

が
白
人
で
あ
る
こ
と
が
理
由
で
あ
る
と
す

れ
ば
、
殺
さ
れ
た
黒
人
の
人
が
か
わ
い
そ

う
で
し
た
。
も
し
こ
の
二
人
の
立
場
が
反

対
だ
っ
た
ら
、
黒
人
の
人
は
き
っ
と
有
罪

と
言
わ
れ
た
と
私
は
思
い
ま
す
。

で
も
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
黒
人
が
奴
れ
い

と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
時
代
が
あ
っ
た
そ
う

で
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
々
は
五
百
年
以
上

前
か
ら
、
ア
フ
リ
カ
で
黒
人
を
と
ら
え
、
モ

ノ
の
よ
う
に
売
り
買
い
し
、
ア
メ
リ
カ
に

も
多
く
の
黒
人
が
連
れ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
ア
メ
リ
カ
で
は
「
黒
人
奴
れ
い

を
持
て
る
」
と
い
う
法
律
も
あ
り
ま
し
た
。

人
を
売
り
買
い
す
る
な
ん
て
、
今
の
時

代
の
日
本
で
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
し
か

も
法
律
ま
で
あ
る
な
ん
て
私
に
は
想
像
が

つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
ん
な
黒
人
の
人
々
の
た
め
に
が
ん

ば
っ
た
人
は
た
く
さ
ん
い
る
と
思
い
ま
す

が
、
私
が
す
ご
い
と
思
っ
た
の
は
十
六
代

ア
メ
リ
カ
大
統
領
の
リ
ン
カ
ー
ン
大
統
領

で
す
。
こ
の
人
は
「
奴
れ
い
解
放
の
父
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

「
す
べ
て
の
奴
れ
い
は
一
八
六
三
年
一
月

一
日
か
ら
、
永
遠
に
自
由
に
な
る
」
と
す

る
「
奴
れ
い
解
放
宣
言
」
を
出
し
ま
し
た
。

そ
の
二
年
後
、
一
八
六
五
年
に
奴
れ
い

制
度
は
な
く
な
り
ま
し
た
。
で
も
、
黒
人

に
は
国
民
の
当
た
り
前
の
権
利
で
あ
る
投

票
権
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
法
律
で
、

バ
ス
や
レ
ス
ト
ラ
ン
で
白
人
と
別
の
席
に

座
る
こ
と
も
決
め
ら
れ
ま
し
た
。

五
百
年
間
も
待
っ
て
い
た
の
に
ま
だ
人

種
差
別
が
残
っ
て
い
る
な
ん
て
、
長
い
な

あ
と
思
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
政
府
を
動
か
す
ほ
ど
の
国
民

的
な
運
動
が
起
こ
り
ま
す
。
こ
の
運
動
の

中
心
に
い
た
の
は
、
キ
ン
グ
牧
師
と
い
う

人
で
す
。
こ
の
人
は
の
ち
に
「
ノ
ー
ベ

ル
平
和
賞
」
を
受
賞
し
ま
す
。
そ
し
て

一
九
六
三
年
に
、

「
子
ど
も
た
ち
の
時
代
に
は
、
人
が
肌
の

色
で
評
価
さ
れ
な
い
の
が
私
の
夢
だ
」

と
演
説
し
ま
し
た
。

そ
の
翌
年
、
一
九
六
四
年
に
は
、
法
律

に
よ
る
人
種
差
別
が
な
く
な
り
ま
す
。

今
の
ア
メ
リ
カ
大
統
領
の
オ
バ
マ
大
統

領
は
、
黒
人
で
初
め
て
大
統
領
に
な
っ
た

人
で
、「
差
別
を
無
く
そ
う
」
と
訴
え
て

い
ま
す
。
こ
の
オ
バ
マ
大
統
領
も
、
デ

パ
ー
ト
の
警
備
員
に
「
万
引
き
を
す
る
の

で
は
？
」
と
疑
わ
れ
て
後
を
つ
け
ら
れ
た

り
、「
襲
わ
れ
る
の
で
は
？
」
と
思
わ
れ

て
車
の
ド
ア
を
ロ
ッ
ク
さ
れ
た
り
し
た
そ

う
で
す
。
そ
し
て

「
自
分
に
問
い
か
け
て
ほ
し
い
。
人
格
で

は
な
く
、
肌
の
色
で
人
を
判
断
し
て
い
な

い
だ
ろ
う
か
。」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

私
は
、人
種
差
別
は
外
国
の
事
だ
か
ら
、

よ
く
分
か
ら
な
か
っ
た
け
ど
、
ク
レ
ヨ
ン

や
色
え
ん
ぴ
つ
、
絵
の
具
な
ど
の
「
は
だ

色
」
と
い
う
色
が
最
近
は
、「
う
す
だ
い

だ
い
」
と
い
う
名
前
に
な
っ
て
い
る
こ
と

も
、
人
の
は
だ
の
色
は
、
そ
れ
ぞ
れ
と
い

う
人
種
差
別
を
無
く
す
た
め
の
も
の
か
な

と
思
い
ま
し
た
。

人
種
差
別
と
い
う
の
は
、
た
か
が
肌
の

色
が
違
う
と
い
う
だ
け
で
差
別
さ
れ
る
、

大
変
迷
わ
く
な
話
だ
と
思
う
。
生
ま
れ
て

か
ら
ず
っ
と
肌
の
色
は
変
わ
ら
な
い
し
、
生

ま
れ
る
と
き
に
肌
の
色
は
決
め
ら
れ
な
い
。

だ
か
ら
、
好
き
で
黒
人
、
白
人
に
生
ま
れ

て
き
た
わ
け
で
は
な
い
の
に
差
別
さ
れ
る
。

こ
の
作
文
を
書
く
た
め
に
、
人
種
差
別

や
黒
人
、
白
人
に
つ
い
て
た
く
さ
ん
の
こ

と
を
調
べ
ま
し
た
。
福
沢
諭
吉
の
「
学
問

の
す
す
め
」
に
も

「
天
は
人
の
上
に
人
を
造
ら
ず　

人
の
下

に
人
を
造
ら
ず
」

と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
や
っ
ぱ
り
人

は
生
ま
れ
な
が
ら
に
平
等
な
ん
だ
と
改
め

て
思
い
ま
し
た
。

中
国
で
は
、
今
も
人
身
売
買
が
行
わ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
も
多
く
は
な
い
け
れ
ど
あ

る
よ
う
で
す
。
そ
ん
な
事
が
少
な
く
な
っ

て
い
っ
て
、
無
く
な
っ
て
く
れ
た
ら
い
い

と
思
い
ま
す
。

ど
ん
な
差
別
も
無
く
な
っ
て
、
黒
人
と

白
人
が
仲
良
く
平
等
に
、
安
心
し
て
生
活

で
き
る
。
そ
ん
な
世
の
中
に
な
れ
ば
い
い

な
と
思
い
ま
し
た
。

人
種
差
別

■
人
権
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

有
田
川
町
教
育
委
員
会　

社
会
教
育
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

５
２─

２
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ　

３
２─

４
８
２
７
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有田川町地域包括支援センター高齢者の暮らしを応援！

今回のテーマ

出張講座編
☎

３２－５１０２（金屋庁舎）
２５－１２６９（清水行政局内）

地域包括支援センターは、高齢者や
その家族の方の相談に応じています。
最寄の事業所にご連絡ください。

ぴありんくる
■日時　3月17日（月）
　　　　10：30〜 12：00頃
■場所　金屋文化保健センター

『ぴありんくる』は認知症の方を介護している家族さんと本人さんの集まりの場です。

皆さん真剣に話を聞いてくれ、ありがとうございました。
鳥屋城小学校 6 年生の社会科学習（少子高齢化）の一環で、長寿支援課・包括支援センターの取組みや、

有田川町の高齢化の状況についてお話しさせて頂きました！

★たくさんのご意見ご感想ありがとうございました！（一部抜粋）
・お年よりのために、何でも相談というのがいいと思いました。～お年よりを支える

のは、大変だけどお年よりはすごく助かるし、長生きするには、すごくいい環境に
なるんじゃないかと思いました。

（阪本　英太）

・私はこの相談所が 65 才以上の住民の方の支えになると思いました。また、一回相
談をすれば、相談後もいろんなことをしてくれるので、安心できると思いました。

（宮原　もえり）

・お年よりには自分たちの“声かけ“が必要なんだなと思った。こらからはあいさつ
だけでも声をかけていけたらと思う。

（松本　茉姫）

・私もおとしよりと出会った時、こまっていることがあれば助けたいし、あいさつも
きちんとしなきゃなと感じました。

（阪本　恵里奈）

・有田川町に 8000 人のお年寄りがいて、そのお年寄り方はこんなにたくさんのサー
ビスが有田川町にあって便利だと思います。

（玉垣　百海）

・高れい者の方が安心して暮らせて、気楽に話せるような人たちだったので高れい者も楽
しく毎日を送れると思います。僕も高れい者の方にやさしく接してあげたいです。

（上前　真之介）

小学校への出張講座
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まちのデータ
（平成 25 年 1 月 31 日現在）

人口 27,543 人

男 12,947 人

女 14,596 人

10,288 世帯

交通事故発生件数
（1月中、物損、高速含む）

有田川町 45 件
死者 0 人　負傷 2 人

湯浅警察署調べ

吉 備 庁 舎

52－2111金 屋 庁 舎
清水行政局

お問い合わせ
城 山 出 張 所 23－0001
粟 生 連 絡 所 22－0351
五 郷 出 張 所 22－0254
安 諦 出 張 所 26－0001
水 道 課 52－ 5356
Ａ Ｌ Ｅ Ｃ 52－4730

環 境 セ ン タ ー 52－5384
プラスチック収集場 52－ 7855
休 日 急 患 診 療 所 52－4882
有 田 聖 苑 52－3055
子育て支援センター {52－ 5474090-7966-1697
有田川町少年センター 52－ 8744

相 

談

◆
◆
◆

3
月
の
行
政
相
談

●
3
月
20
日（
木
）

・
二
川
住
民
セ
ン
タ
ー

9
時
～
11
時
30
分

・
粟
生
区
集
会
所　
　

13
時
～
15
時
30
分

●
3
月
27
日（
木
）

・
金
屋
文
化
保
健
セ
ン
タ
ー

13
時
～
16
時

■
問
い
合
わ
せ
／
吉
備
庁
舎
総
務
課
・
清

水
行
政
局
総
務
政
策
室

募 

集

◆
◆
◆

臨
時
職
員
の
募
集

■
職
種
・
採
用
予
定
人
数
／
作
業
員
・
6

名
程
度

■
作
業
内
容
／
町
有
施
設
や
道
路
沿
い
の

草
刈
り
清
掃
等

■
雇
用
期
間
／
平
成
26
年
5
月
上
旬
～
平

成
26
年
10
月
末（
約
6
ヶ
月
間
）

■
応
募
資
格
・
勤
務
条
件
等

①
失
業
等
に
よ
り
就
職
活
動
中
の
者
及
び

平
成
26
年
5
月
1
日
ま
で
に
離
職
予
定

の
者

②
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
し
、
草
刈

機
・
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
使
用
し
た
作
業

が
可
能
な
者

③
有
田
川
町
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
者

④
65
歳
以
下（
平
成
26
年
4
月
1
日
現
在
）

⑤
そ
の
他
の
応
募
資
格
や
給
与
等
の
雇
用

条
件
に
つ
い
て
は
問
い
合
わ
せ
先
ま
で

■
選
考
方
法
／
面
接
試
験
（
人
物
、経
験
、

性
格
等
に
つ
い
て
の
個
別
面
接
）

■
申
込
手
続
き
／
所
定
の
申
込
書
に
よ

り
、
吉
備
庁
舎
企
画
財
政
課
ま
で

■
受
付
期
間
／
平
成
26
年
3
月
13
日（
木
）

～
平
成
26
年
3
月
24
日（
月
）
8
時
30

分
～
17
時
15
分（
土
曜
・
日
曜
及
び
祝

日
は
除
く
）

■
問
い
合
わ
せ
／
吉
備
庁
舎
企
画
財
政
課

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

■
団
地
／
川
口
せ
せ
ら
ぎ
団
地

■
所
在
地
／
川
口
88
番
地

■
戸
数
／
1
戸

■
備
考
／
H
7
建
築
・
木
造
2
階
建
・

3
D
K
浴
室
・
ト
イ
レ
・
73
㎡

■
申
込
受
付
期
間

3
月
17
日（
月
）
～
26
日（
水
）

■
申
込
受
付
場
所
／
吉
備
庁
舎
建
設
課
、

清
水
行
政
局
建
設
環
境
室
、
各
出
張
所

■
そ
の
他

○
入
居
に
は
、
所
得
制
限
等
一
定
の
規
定

が
あ
り
ま
す
。

○
家
賃
は
入
居
者
の
所
得
に
よ
っ
て
決
定
し
ま
す
。

○
応
募
者
が
募
集
戸
数
を
超
え
た
場
合

は
、
条
例
の
規
定
に
よ
り
、
入
居
者
を

決
定
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
吉
備
庁
舎
建
設
課
・
清

水
行
政
局
建
設
環
境
室

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
生
徒
募
集

N
H
K
学
園
で
は
、
生
涯
学
習
通
信

講
座
の
生
徒
・
受
講
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
ま
ず
は
、
無
料
の
案
内
書
を
ご
請
求

く
だ
さ
い
。

■
募
集
内
容
／
生
涯
学
習
通
信
講
座
受
講
者

■
出
願
期
間
／
通
年
申
込
受
付

■
問
い
合
わ
せ
／
N
H
K
学
園

　

☎
0
4
2
‐
5
7
2
‐
3
1
5
1

案
内
書
請
求
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

0
1
2
0
‐
０
６
‐
8
8
8
1

防
衛
省
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
募
集
種
目
／
①
予
備
自
衛
官
補（
一
般
・

技
能
）
②
一
般
幹
部
候
補
生

■
受
付
締
切
等

①
4
月
2
日（
水
）
ま
で

②
4
月
25
日（
金
）
ま
で

※
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
募
集
説
明
会

○
日
時
／
3
月
15
日（
土
）・
16
日（
日
）

10
時
～
15
時

○
場
所
／
有
田
募
集
案
内
書

■
問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部
有
田
募

集
案
内
所

〒
6
4
9
―
0
3
1
6

有
田
市
宮
崎
町
1
0
6
―
2
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な
お
、
既
に
障
害
児
通
所
施
設
遠
距
離

通
所
補
助
金
の
交
付
決
定
を
受
け
て
い
る

方
は
、
通
所
施
設
に
お
い
て
「
出
席
状
況

証
明
書
」
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
ら
請
求
書

と
振
り
込
み
先
が
わ
か
る
物
と
と
も
に
4

月
10
日
ま
で
に
提
出
し
て
下
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／
金
屋
庁
舎
や
す
ら
ぎ
福

祉
課

有
田
川
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

運
賃
半
額
制
度

～
運
転
免
許
証
自
主
返
納
者
に
対
す
る
支

援
施
策
を
実
施
～

有
田
川
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
賃

を
、
平
成
26
年
4
月
1
日（
火
）
か
ら
運

転
経
歴
証
明
書
を
提
示
す
る
こ
と
に
よ

り
、
３
０
０
円
か
ら
１
５
０
円（
半
額
）

に
割
引
し
ま
す
。

※
降
車
時
に
提
示
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

運
転
経
歴
証
明
書
と
は
、（
高
齢
者
が

こ
れ
ま
で
の
運
転
技
術
を
維
持
で
き
な

い
と
し
て
）
運
転
免
許
証
を
返
納
し
た

場
合
に
、
申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ

の
人
に
対
し
て
交
付
さ
れ
る
証
明
書
で

す
。

こ
の
証
明
書
は
、
運
転
免
許
証
と
同
じ

大
き
さ
の
カ
ー
ド
サ
イ
ズ
で
、
住
所
、
氏

名
、
生
年
月
日
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
。65

歳
以
上
の
方
が
運
転
免
許
証
を
自
主

返
納
し
た
際
、
交
付
手
数
料
・
郵
送
料
の

費
用
を
申
請
者
に
代
わ
っ
て
和
歌
山
県
交

受
け
て
お
り
障
害
程
度
が
1
級
で
、
そ

の
手
帳
を
本
町
で
管
理
し
て
い
る
方

■
手
当
額

・
年
額
1
万
円
（
年
1
回
払
い
）

＊
受
給
資
格
を
お
持
ち
の
方
に
は
、
昨
年

10
月
下
旬
に
郵
送
に
て
お
知
ら
せ
し
て

い
ま
す
。
申
請
が
ま
だ
の
方
が
お
ら
れ

ま
し
た
ら
、
役
場
窓
口
で
3
月
31
日
ま

で
に
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
金
屋
庁
舎
や
す
ら
ぎ
福

祉
課

案 

内

◆
◆
◆

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
申
請
で

き
る
対
象
期
間
が
拡
大
さ
れ
ま
す

国
民
年
金
は
、
所
得
が
少
な
い
と
き
や

失
業
等
に
よ
り
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と

が
経
済
的
に
困
難
な
場
合
、
保
険
料
の
免

除
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

平
成
26
年
4
月
か
ら
は
、
過
去
2
年
1

カ
月
分
の
免
除
申
請
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。【
失
業
な
ど
の
特
例
免
除
の
対

象
期
間
も
拡
大
さ
れ
ま
す
】
災
害
・
失
業

な
ど
の
前
月
か
ら
災
害
・
失
業
な
ど
が

あ
っ
た
年
の
翌
々
年
6
月
ま
で
の
期
間
に

つ
い
て
、
特
例
免
除
の
申
請
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

○
申
請
期
間
に
対
応
す
る
前
年
所
得
に
基

づ
き
、
審
査
を
行
い
ま
す
の
で
、
免
除

が
承
認
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
吉
備
庁
舎
住
民
課

制 

度

◆
◆
◆

○
有
田
川
町
授
産
施
設
通
所
交
通
費
助
成

金
交
付
制
度

在
宅
の
障
害
者
の
方
が
障
害
者
支
援
施

設
等
に
通
所
す
る
た
め
に
要
す
る
費
用
を

助
成
す
る
制
度
で
す
。

■
対
象
者
／
通
所
距
離
が
2
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
を
超
え
る
方
で
路
線
バ
ス
・
鉄
道
等

を
利
用
さ
れ
て
通
所
し
て
い
る
方
で

す
。
た
だ
し
、
他
の
制
度
に
よ
り
、
交

通
費
の
補
助
を
受
け
て
い
る
方
は
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
。

○
有
田
川
町
障
害
児
通
所
施
設
遠
距
離
通

所
補
助
金
交
付
制
度

有
田
川
町
内
外
の
障
害
児
通
所
施
設

（
特
別
支
援
学
校
幼
稚
部
．
児
童
発
達
支

援
事
業
所
等
）
に
通
う
児
童
の
保
護
者
に

対
し
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
の
補
助
金

で
す
。

■
対
象
者
／
町
内
外
の
障
害
児
通
所
施
設

に
通
所
（
施
設
の
開
所
日
数
の
半
分
以

上
通
所
）
し
て
い
る
児
童
の
保
護
者
で

自
宅
か
ら
の
距
離
が
4
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

を
超
え
る
方
で
す
。
た
だ
し
、
施
設
の

送
迎
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
方
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

右
記
2
つ
の
補
助
金
に
つ
い
て
は
申
請

が
必
要
で
す
。

対
象
に
な
る
と
思
わ
れ
る
方
は
3
月
末

日
ま
で
に
申
請
し
て
下
さ
い
。

通
安
全
協
会
が
負
担
し
ま
す
。
こ
れ
は
和

歌
山
県
警
察
本
部
と
の
協
定
に
よ
り
、

平
成
22
年
10
月
1
日
か
ら
実
施
し
て
い

ま
す
。

■
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
賃
問
い
合
わ
せ

／
吉
備
庁
舎
企
画
財
政
課

■
運
転
経
歴
証
明
書
問
い
合
わ
せ
／

　

湯
浅
警
察
署
交
通
課
☎
６
４
‐
0
1
1
0

手 

当

◆
◆
◆

有
田
川
町
重
度
心
身
障
害
者（
児
）

福
祉
手
当

有
田
川
町
重
度
心
身
障
害
者
（
児
）
福

祉
手
当
は
、
本
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
登

録
し
て
お
ら
れ
、
在
宅
で
身
体
・
知
的
も

し
く
は
精
神
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
方
に

対
し
、
福
祉
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

※「
在
宅
」
と
は
自
宅
で
生
活
さ
れ
て
い

る
方
、
及
び
平
成
25
年
10
月
1
日
に
お

い
て
施
設
入
所
、
病
院
又
は
診
療
所
に

継
続
し
て
3
ヶ
月
を
超
え
て
入
院
し
て

い
な
い
方
を
い
い
ま
す
。

■
支
給
要
件（
平
成
25
年
10
月
1
日
現
在
）

・
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
お

り
障
害
程
度
が
1
級
又
は
2
級
で
、
そ

の
手
帳
を
本
町
で
管
理
し
て
い
る
方

・
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
お
り
障
害

程
度
が
Ａ
で
、
そ
の
手
帳
を
本
町
で
管

理
し
て
い
る
方

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を
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平
成
26
年
度

1
日
ド
ッ
ク
に
つ
い
て

平
成
26
年
度
も
左
記
の
検
査
医
療
機
関

で
受
験
し
た
ド
ッ
ク
検
査
費
用
の
一
部
助

成
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
次
の
点
に
留
意

し
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
受
付
開
始
／
4
月
4
日（
金
）
か
ら

■
受
付
窓
口
／
健
康
推
進
課
（
金
屋
庁
舎

1
階
）
住
民
課
（
吉
備
庁
舎
1
階
）
清
水

行
政
局
住
民
福
祉
室
ま
た
は
各
出
張
所

※
健
康
保
険
証
と
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
ド
ッ
ク
の
種
類
／
①
人
間
ド
ッ
ク
②
脳

ド
ッ
ク
③
人
間
ド
ッ
ク
+
脳
ド
ッ
ク

3
コ
ー
ス
の
内
い
ず
れ
か
1
つ
の
コ
ー

ス
を
選
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。
年
度
内

に
1
回
だ
け
受
け
ら
れ
ま
す
。

■
申
込
受
付
期
限
／
国
民
健
康
保
険
の
方

は
平
成
27
年
3
月
末
ま
で

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
方
は
平
成
26

年
12
月
末
ま
で

も
し
入
っ
た
ら
そ
れ
以
外
の
方
は
加
入
さ
れ

て
い
る
医
療
保
険
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
検
査
医
療
機
関

○
有
田
南
病
院
（
有
田
川
町
）

○
済
生
会
有
田
病
院
（
湯
浅
町
）

○
有
田
市
立
病
院
（
有
田
市
）

○
桜
ヶ
丘
病
院
（
有
田
市
）

○
亀
井
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
有
田
川
町
）

○
西
岡
病
院
（
有
田
川
町
）

○
成
人
病
セ
ン
タ
ー
（
和
歌
山
市
）

○
日
赤
医
療
セ
ン
タ
ー
（
和
歌
山
市
）

○
健
診
セ
ン
タ
ー
・
キ
タ
デ
（
御
坊
市
）

消
費
税
率
改
定
に
伴
う
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
利
用
料
金
変
更
の
お
知
ら
せ

平
成
26
年
4
月
1
日
よ
り
消
費
税
率
が

５
％
か
ら
8
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と

に
伴
い
、
有
田
川
町
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の

利
用
料
金
が
次
の
と
お
り
変
更
と
な
り
ま

す
の
で
、
ご
留
意
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／

株
式
会
社
全
関
西
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン

☎
0
1
2
0
‐
9
6
8
‐
1
3
8

（
平
日
9
時
30
分
～
17
時
30
分
）

■
変
更
事
項

☆
日
赤
医
療
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

今
ま
で
「
人
間
ド
ッ
ク
+
脳
ド
ッ
ク
」

も
受
け
付
け
て
い
ま
し
た
が
26
年
度
か
ら

は
、
人
間
ド
ッ
ク
か
脳
ド
ッ
ク
か
、
ど
ち

ら
か
一
方
で
お
願
い
し
ま
す
。

☆
成
人
病
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

脳
ド
ッ
ク
M
R
I
機
器
の
入
れ
替
え
に

よ
り
4
月
か
ら
2
～
3
ケ
月
ほ
ど
脳
ド
ッ

ク
を
受
検
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

国
民
健
康
保
険
の
方
に
は
、
新
し
い
保

険
証
送
付
時
に
「
ド
ッ
ク
案
内
」
を
一
緒

に
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
金
屋
庁
舎
健
康
推
進
課

生
石
高
原
山
焼
き
の
お
知
ら
せ

山
頂
笠
石
周
辺
に
観
覧
場
所
を
設
け
て

お
り
ま
す
の
で
、是
非
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
3
月
16
日（
日
）10
時
30
分
～
15
時

※
悪
天
候
の
場
合
は
、3
月
21
日（
祝
）に
変

更（
さ
ら
に
延
期
の
場
合
は
23
日（
日
））

■
場
所
／
生
石
高
原
笠
石
を
中
心
と
す
る

ス
ス
キ
草
原
区
域

■
行
事
内
容

・
山
焼
き
／
10
時
～
14
時
10
分

　
（
ス
ス
キ
草
原　

９
５
，０
０
０
㎡
）

・
太
鼓
演
奏
／
9
時
50
分
～
10
時

・
ぜ
ん
ざ
い
コ
ー
ナ
ー（
無
く
な
り
次
第
終
了
）

■
実
施
団
体

・
主
催
：
有
田
川
町
・
紀
美
野
町

■
問
い
合
わ
せ
／
金
屋
庁
舎
商
工
観
光
課

項目 単位

現行
（消費税 5%）

平成 26 年 4 月 1 日より
（消費税 8%）

合価 本体価格 消費税 合価

個別加入
4 ケ月 3,360 3,200 256 3,456

年一括 9,828 9,360 748 10,108

集合住宅
4 ケ月 3,148 2,998 239 3,237

年一括 9,198 8,760 700 9,460

非定住
（別荘・空家等） 年一括 4,914 4,680 374 5,054
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和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

☎
0
7
3
‐
4
2
8
‐
6
6
8
8

就
学
援
助
制
度
の
ご
案
内

経
済
的
な
理
由
に
よ
り
、
小
中
学
校
へ

の
就
学
が
困
難
な
児
童
生
徒
の
保
護
者
に

対
し
て
、
学
用
品
費
・
学
校
給
食
費
等
の

費
用
を
援
助
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

教
育
委
員
会
が
認
定
基
準
に
基
づ
い
て

「
要
保
護
及
び
準
要
保
護
児
童
生
徒
」
と

認
め
た
場
合
に
援
助
を
行
い
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
方
は
、在
籍
し
て
い
る
小
・

中
学
校
長
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／
金
屋
庁
舎　

教
育
委
員

会
こ
ど
も
教
育
課

3
月
の
献
血

■
3
月
13
日（
木
）

○
デ
リ
シ
ャ
ス
広
岡
吉
備
店
10
時
～
13
時

○
西
岡
病
院　
　

14
時
30
分
～
16
時
30
分

献
血
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
皆
様

に
、
有
田
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
様
よ
り
記

念
品
が
進
呈
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
献
血
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

1
万
本
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

小
川
集
落
で
は
中
山
間
直
接
支
払
い
事

業
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
毎
年

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
を
大
字
小
川
福
井
地
区
に

お
い
て
栽
培
し
て
い
ま
す
。
昨
年
11
月
に

は
和
歌
山
県
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
で

職
場
・
地
域
の
部
に
お
い
て
優
良
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。
今
年
も
約
一
万
本
の

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
を
植
え
て
お
り
、
見
頃
は

4
月
上
旬
頃
で
す
。
一
度
花
見
に
訪
れ
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？
！

■
場
所
／
有
田
川
町
大
字
小
川
１
０
４
０

‐
1（
県
道
楠
本
小
川
線
沿
い
、元
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
場
跡
地
）

■
問
い
合
わ
せ
／
金
屋
庁
舎
産
業
課

平
成
26
年
度 

後
期
高
齢
者
医
療

の
健
康
診
査

生
活
習
慣
病
の
早
期
発
見
の
た
め
、
健

康
診
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
対
象
の
方
に

は
、
5
月
下
旬
に
受
診
券
を
直
接
お
送
り

し
ま
す
。（
受
診
券
発
行
の
申
込
み
手
続

は
不
要
に
な
り
ま
し
た
。）

※
今
年
か
ら
、
ご
案
内
の
往
復
は
が
き
は

お
送
り
し
ま
せ
ん
。

■
検
査
項
目

【
基
本
項
目
】
問
診
、
計
測
（
身
長
、
体
重
、

B
M
I
）、
血
圧
測
定
、
診
察
、
血
液
検

査
（
脂
質
、
肝
機
能
、
代
謝
）、
検
尿

【
医
師
が
必
要
と
判
断
し
た
方
へ
の
追
加
項
目
】

貧
血
検
査
、
心
電
図
検
査
、
眼
底
検
査

■
実
施
期
間
／
平
成
26
年
6
月
2
日
～
平

成
27
年
2
月
28
日

■
自
己
負
担
／
６
０
０
円
（
有
田
川
町
役

場
吉
備
庁
舎
住
民
課
、
金
屋
庁
舎
健
康

推
進
課
、
清
水
行
政
局
住
民
福
祉
室
及

び
各
出
張
所
に
お
い
て
、
自
己
負
担
償

還
の
手
続
き
が
で
き
ま
す
。
領
収
書
と

認
め
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
振
込

先
口
座
も
お
き
き
し
ま
す
。）

■
実
施
場
所
／
受
診
券
に
同
封
す
る
一
覧

表
に
記
載
さ
れ
た
医
療
機
関

○
す
で
に
同
様
の
検
査
を
受
け
て
い
る
場

合
は
、
受
け
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
生
活
習
慣
病
の
治
療
な
ど
で
定
期
的
に

医
療
機
関
を
受
診
し
て
い
る
方
は
、
主

治
医
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／
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　上
下
水
道

◆
◆
◆

４
月
か
ら
水
道
料
金
等
・
下
水

道
使
用
料
が
変
わ
り
ま
す
。

消
費
税
法
等
が
改
正
さ
れ
、
平
成
26
年

４
月
１
日
か
ら
消
費
税
率
が
８
％
に
引
き

上
げ
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、
水
道
料
金
等
及
び
加

入
分
担
金
、各
下
水
道
使
用
料
に
つ
い
て
、

新
し
い
料
金
等
は
次
の
と
お
り
と
な
り
ま

す
。
今
後
も
経
営
効
率
化
や
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
さ

ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。水

道
料
金
等
及
び
各
下
水
道
使
用
料
は

平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
適
用
さ
れ
、
５

月
請
求
分
か
ら
新
料
金
と
な
り
ま
す
。

◇
水
道
加
入
分
担
金
は
平
成
26
年
４
月
１

日
受
付
分
よ
り
適
用
さ
れ
ま
す
。

水
道
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

３
月
の
水
道
料
金
の
お
支
払
い
期
限
は
、

24
日（
月
）で
す
。
口
座
振
替
の
お
客
様
は
、

預
金
残
高
の
確
認
を
お
忘
れ
な
く
！

■
問
い
合
わ
せ
／
水
道
課

 

お
詫
び

◆
◆
◆

広
報
有
田
川
２
月
号
表
紙
の
「
御
霊
・

田
殿
地
区
」
と
「
藤
並
地
区
」
の
表
示
が

誤
っ
て
入
れ
替
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
お
詫

び
申
し
上
げ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

水
道
に
関
す
る
こ
と

水
道
課

下
水
道
に
関
す
る
こ
と

下
水
道
課

●水道料金（１ケ月につき）	 （注）メーター使用料は別です

料金区分

用途別

基本料金 超過料金

水量 料金 水量 料金
（1㎥につき）

一般家庭用 10㎥
まで 1,512 円

10㎥を超え 100㎥まで 151 円

100㎥を超えるもの 183 円

営業用
（会社、官公庁、病院、学校等）

10㎥
まで 1,836 円

10㎥を超え 100㎥まで 183 円

100㎥を超えるもの 216 円

特殊用
（一時用）

20㎥
まで 5,400 円 20㎥を超えるもの 324 円

●メーター使用料

口径 料金

20mm まで 108 円

25mm 226 円

30mm 378 円

40mm 432 円

50mm 3,240 円

75mm 3,672 円

●水道加入分担金
メーター

口径
水道加入

分担金の額

13mm 140,400 円

20mm 216,000 円

25mm 334,800 円

30mm 486,000 円

40mm 864,000 円

50mm 1,404,000 円

75mm 3,240,000 円

●公共下水道使用料

区分
基本料金 超過料金

排除汚水量 金額 排除汚水量 金額

一般排水 10㎥まで 1,296 円 1㎥につき 129 円

●農業集落排水施設使用料
基本料金
（月額）

人員割
（月額）

1,620 円 1 人当たり
　648 円
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蘭
島
（
あ
ら
ぎ
島
）
周
辺
地
域
で
は
、
毎
年
1
月
中
旬
か
ら
5
月

初
旬
ご
ろ
が
餅
ま
き
会
式
の
季
節
で
あ
り
、
多
く
の
神
社
や
お
堂
な

ど
で
餅
ま
き
が
行
わ
れ
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
清
水
区
小
峠
地
区
に

あ
る
松
葉
観
音
堂
の
初
午
会
式
は
、「
観
音
さ
ん
の
会
式
」と
呼
ば
れ
、

こ
の
地
域
で
は
最
も
盛
大
な
餅
ま
き
会
式
と
し
て
多
く
の
祈
願
者
で

賑
わ
い
ま
す
。

小
峠
松
葉
観
音
堂
は
、
安
永
6
年（
1
7
7
7
）
の
建
立
で
、

小
峠
地
区
の
守
り
仏
と
し
て
、
ま
た
厄
除
け
観
音
と
し
て
信
仰
さ

れ
て
い
ま
す
。
初
午
会
式
は
、
お
堂
が
建
て
ら
れ
た
翌
年
の
安
永

7
年（
1
7
7
8
）か
ら
始
ま
っ

た
こ
と
が
記
録
と
し
て
残
さ
れ

て
お
り
、
２
３
０
年
以
上
も
続

く
伝
統
あ
る
行
事
で
す
。

初
午
会
式
が
近
づ
く
と
、
厄

除
け
祈
願
を
受
け
付
け
、
会
式

の
3
日
前
頃
よ
り
奉
納
す
る
鏡

餅
を
地
区
の
住
民
の
皆
様さ
ま

が
手

作
り
し
ま
す
。
か
つ
て
祈
願
者

が
多
い
時
は
、
6
石
の
餅
米
を

ま
い
た
時
も
あ
り
ま
し
た
。
会
式
の
当
日
に
は
、
午
後
1
時
頃
か

ら
小
峠
地
区
の
集
会
所
を
出
発
し
、
3
m
ほ
ど
の
餅も
ち

花は
な

竿さ
お

を
先

頭
に
、
観
音
堂
の
幟
の
ぼ
り
、
お
供
え
の
餅
を
担
い
だ
人
々
が
行
列
を
な

し
、
ゆ
っ
く
り
と
観
音
堂
へ
練
り
歩
き
ま
す
。
観
音
堂
に
た
ど
り

着
く
と
、
餅も
ち

櫃び
つ

を
ワ
ッ
シ
ョ
イ
ワ
ッ
シ
ョ
イ
と
担
ぎ
な
が
ら
押
し

合
い
、観
音
様
へ
奉
納
し
ま
す
。
そ
の
後
、観
音
堂
へ
参
拝
を
行
い
、

午
後
3
時
頃
よ
り
境
内
に
設
け
ら
れ
た
餅
投
げ
台
の
上
か
ら
、
お

供
え
の
餅
を
投
げ
る
大
餅
投
げ
が
行
わ
れ
ま
す
。

◇
3
月
16
日（
日
）
午
後
2
時
頃
か
ら
小
峠
地
区
の
松
葉
観
音
堂

に
お
い
て
、
初
午
会
式
が
行
わ
れ
ま
す
。

小
峠
松
葉
観
音
堂
の
初は

つ

午う
ま

会え

式し
き

『
あ
ら
ぎ
島
編
』
そ
の
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歴
史
講
座

　い
に
し
え
の
有
田

郷
土
の
歴
史
を
再
発
見
す
る
機
会
と
し
て
、
次
の
日
程
で

歴
史
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

■
第
1
回
「
有
田
川
町
に
伝
わ
る
御
田
行
事
」

◇
と
き
／
3
月
15
日（
土
）
13
時
30
分
～
15
時

◇
講
師
／
藤
森
寛
志
氏（
和
歌
山
県
立
紀
伊
風
土
記
の
丘
）

■
第
2
回
「
地
元
で
の
古
文
書
の
保
存
と
活
用
」

◇
と
き
／
3
月
22
日（
土
）
13
時
30
分
～
15
時

◇
講
師
／
藤
隆
宏
氏
（
和
歌
山
県
立
文
書
館
）

■
第
3
回
「
紀
伊
守
護
畠
山
氏
と
紀
北
の
城
・
館
」

◇
と
き
／
3
月
29
日（
土
）
13
時
30
分
～
15
時

◇
講
師
／
坂
本
亮
太
氏
（
和
歌
山
県
立
博
物
館
）

■
と
こ
ろ
／
き
び
ド
ー
ム
多
目
的
研
修
室
（
3
回
と
も
）

※
参
加
は
無
料
で
す
が
、
電
話
で
社
会
教
育
課
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

●
〒

６４３‐００２１ 和
歌

山
県

有
田

郡
有

田
川

町
下

津
野

2018 -4
●

有
田

川
町

役
場

総
務

課
　

TEL 0737
−

52
−

2111
広

報
 有

田
川
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